
第 3 章 第２期がん対策計画推進計画策定の基本方針 

 

1. 全体目標案  

案１ がんの正しい知識を持ち、早期発見と予防に努め、がん患者とその家族が安心して暮らせる社会

を目指します。 

案２ がん対策を推進し、市民が正しい理解と行動を通じてがんに向き合い克服を目指します。また、

病気があっても支え合い、自分らしく暮らせる社会を目指します。 

案３ がんを知り、がんと共生し、がんの克服を目指す。「誰も一人にさせないまち」の実現 

案４ すべての人ががんと向き合い、理解を深め、お互いに支えあう温かいまち、がんであっても自分

らしい生き方を選択し、実現できるまちへ 

案５ 市民一人ひとりががんを知り、がんと向き合い、がんを正しく知ることでお互いに支えあい思い

やることのできる社会を構築し、がん患者も偏見を受けることなく自分らしく生きることができ

る、誰も一人にさせないまちを実現する。 

 

2. 全体目標案作成の留意点 

(1) 国・県の計画と整合がとれていること 

(2) 横須賀市の上位計画である「よこすか VISION2030」・健康推進プランよこすか・高齢者保健

 福祉計画等関係機関の計画との整合がとれていること 

(3) 現計画の目標との継続性が保たれていること 

 

３．参考目標等 

(1) 【国】 がん対策推進基本計画 

 「誰一人取り残さないがん計画を推進し、全ての国民とがんの克服を目指す」 

 

(2) 神奈川県がん対策推進計画 

「誰一人取り残さないがん対策を推進し、 県民一人ひと りが、 がんについて正しく理解する

ことで偏見をなくすとともに、がんと向き合い、 支え合うことができる社会を構築し、 全ての

県民とがんの克服を目指す。」 

 

(3) YOKOSUKA VISION2030 

「変化を力に進むまち   

すべての人が自分らしく輝けるまちへ  

人も自然も共生するまちへ 

やりがいとやりたいから仕事が生み出されるまちへ  

自分ごとの意識が未来の環境を守るまちへ」 
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(4) 健康推進プランよこすか 

「健康がすぐそばにあるまち 健康寿命の延伸と健康格差の縮小」 

 

(5) 高齢者保健福祉計画 

「いくつになっても誰もが自分らしく幸せに生きられるまち」 

 

(6) 現計画基本理念 

がんを知り、がんと共生し、がんの克服を目指す 

「誰も一人にさせないまち」の実現 

 


